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令
和
６
年
臨
時
総
会
・
賀
詞
交
歓
会
を
開
催

令
和
６
年
臨
時
総
会
・
賀
詞
交
歓
会
を
開
催

原
料
米
の
価
格
安
定
、
数
量
確
保
に
む
け
意
見
交
換
を
継
続
、

原
料
米
の
価
格
安
定
、
数
量
確
保
に
む
け
意
見
交
換
を
継
続
、

ご
は
ん
食
推
進
に
全
力

ご
は
ん
食
推
進
に
全
力

　

公
益
社
団
法
人
日
本
炊
飯
協
会
は
、１
月
18
日（
木
）、東
京
都
中
央
区
銀
座
の
コ
ー
ト
ヤ
ー

ド
マ
リ
オ
ッ
ト
東
武
銀
座
ホ
テ
ル
で
令
和
６
年
臨
時
総
会
を
開
催
し
、
令
和
６
年
度
事
業
計

画
な
ら
び
に
令
和
６
年
度
収
支
予
算
を
決
定
し
た
。

会
長
挨
拶

千
田
法
久

公
益
社
団
法
人
　
日
本
炊
飯
協
会
会
長

　

皆
さ
ま
、
あ
け
ま
し

て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

今
年
は
暖
か
く
冬
晴

れ
の
爽
や
か
な
新
年
を

迎
え
ま
し
た
が
、
元
旦

か
ら
能
登
半
島
を
中
心

と
す
る
大
き
な
地
震
に

見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
日

を
追
う
ご
と
に
、
被
害

の
状
況
が
拡
大
し
て
い

ま
す
が
、
亡
く
な
ら
れ

た
方
々
（
１
月
17
日
現

在
２
３
２
名
）
に
謹
ん

で
お
悔
や
み
を
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
多

く
の
被
災
さ
れ
た
方
々

に
心
か
ら
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。
更
に

翌
２
日
に
は
羽
田
空
港

に
お
い
て
日
航
機
が
海

上
保
安
庁
の
飛
行
機
に

衝
突
す
る
と
い
う
事
故

が
発
生
し
、
海
保
機
の

５
名
が
お
亡
く
な
り
に

な
り
ま
し
た
。
能
登
半

島
方
面
に
物
資
を
運
ぶ

予
定
で
あ
っ
た
と
聞
き

更
に
胸
の
痛
む
思
い
で

す
。
方
や
、
日
航
機
の

乗
客
乗
員
３
７
９
名
全

員
が
無
事
脱
出
す
る
と

い
う
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス

を
耳
に
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

　

さ
て
、
帝
国
デ
ー
タ

バ
ン
ク
の
調
査
に
よ
る

と
、
２
０
２
４
年
に
値

上
げ
が
予
定
さ
れ
て
い

る
食
品
は
最
大
で
年

間
１
万
品
前
後
と
予

想
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
２
０
２
３
年
の

３
万
２
３
９
５
品
目
と

比
べ
て
７
割
減
の
予
想

で
す
。
２
０
２
３
年
11

月
末
時
点
で
２
０
２
４

年
１
月
か
ら
４
月
ま
で

の
間
に
値
上
げ
が
予
定

さ
れ
て
い
る
食
品
は
合

わ
せ
て
１
５
９
６
品
目

で
、
２
０
２
２
年
11
月

末
時
点
の
翌
年
予
定

数
６
７
８
５
品
目
か
ら

76
・
４
％
の
減
少
と
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
日
経
新
聞
に

よ
り
ま
す
と
２
０
２
３

年
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
消

費
は
５
兆
３
千
億
円

と
初
め
て
５
兆
円
を

突
破
し
、
訪
日
客
数

も
２
千
５
０
０
万
人
と

２
０
１
９
年
の
８
割
ま

で
回
復
し
た
と
の
こ
と

で
す
。

　

一
方
で
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
コ
ス
ト
や
人
件
費
の

上
昇
、「
２
０
２
４
年
問

題
」
に
よ
る
物
流
費
の

高
騰
は
避
け
ら
れ
な
い

状
況
で
す
。
輸
入
品
は

最
大
50
％
以
上
の
値
上

げ
率
が
予
想
さ
れ
、
こ

れ
が
全
体
の
値
上
げ
率

を
押
し
上
げ
て
い
ま
す
。

　

更
に
、
私
た
ち
の
主

原
料
で
あ
る
令
和
５
年

産
の
お
米
が
昨
年
に
続

き
高
騰
し
て
い
ま
す
。

現
時
点
で
は
大
暴
騰
と

も
言
え
る
値
上
が
り
状

況
で
す
。

　

作
況
１
０
１
に
も
拘

わ
ら
ず
、
市
場
に
コ
メ

が
あ
り
ま
せ
ん
。
猛
暑

の
影
響
等
で
歩
留
ま
り

が
悪
く
流
通
量
も
少
な

い
こ
と
か
ら
、
卸
業
者

は
じ
め
コ
メ
関
連
業
者

は
数
量
の
確
保
に
大
変

苦
労
し
て
い
ま
す
。
特

に
、
我
々
が
求
め
る
Ｂ

銘
柄
の
お
米
が
極
端
に

少
な
く
、
価
格
は
昨

年
に
比
べ
60
㎏ 
当
た
り

２
,
０
０
０
円
以
上
、

銘
柄
に
よ
っ
て
は
４
,

０
０
０
円
近
く
値
上
が

り
し
、
現
在
も
上
昇
基

調
に
あ
り
ま
す
。
米
本

体
の
値
上
げ
に
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
コ
ス
ト
や
流
通

コ
ス
ト
の
値
上
が
り
を

加
え
る
と
、
精
米
に
換

算
し
て
１
㎏ 
当
た
り
50

円
~
90
円
も
の
値
上
が

り
に
な
り
ま
す
。

　

私
た
ち
が
、
日
本
食

の
原
点
で
も
あ
る
ご
飯

を
通
じ
て
安
心
で
安
全

な
美
味
し
さ
を
提
供
し
、

こ
れ
か
ら
の
脱
炭
素
社

会
に
貢
献
す
る
た
め
に

も
、
原
料
米
の
価
格
と

需
給
の
安
定
は
必
要
不

可
欠
で
す
。
こ
の
よ
う

な
状
況
を
ご
理
解
頂
く

た
め
、
こ
れ
か
ら
も
私

た
ち
は
国
産
米
使
用
推

進
団
体
協
議
会
と
も
連

携
し
、
原
料
米
の
価
格

安
定
に
向
け
て
行
政
等

と
意
見
交
換
を
継
続
し

て
参
り
ま
す
。

　

日
本
炊
飯
協
会
に

於
い
て
は
、
昨
年
第

19
回
の
認
定
試
験
結

果
を
加
え
る
と
、
ご
は

ん
ソ
ム
リ
エ
合
格
者
は

２
,
１
４
０
名
、
炊
飯

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
認
定
工
場

は
１
２
６
ラ
イ
ン
に
な

り
ま
し
た
。
昨
年
か
ら

実
施
し
て
い
る
副
会
長

３
名
の
役
割
分
担
を
更

に
充
実
し
︻
い
わ
ゆ
る

"
炊
飯
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
担
当

に
斎
藤
副
会
長
（
銀
し

ゃ
り
社
長
）、
ご
飯
ソ
ム

リ
エ
担
当
に
中
村
副
会

長
（
煌
社
長
）、
広
報
・

会
員
拡
大
に
山
口
副
会

長
（
ミ
ツ
ハ
シ
社
長
）"︼、

品
質
管
理
な
ど
の
勉
強

会
や
会
員
間
の
意
見
交

換
な
ど
を
今
年
も
積
極

的
に
進
め
て
参
り
ま
す

の
で
皆
様
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、

本
年
も
皆
さ
ま
の
ご
理

解
・
ご
協
力
を
お
願
い

す
る
と
と
も
に
、
ご
健

勝
と
ご
発
展
を
祈
念
致

し
ま
し
て
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。

　

公
益
社
団
法
人
日
本

炊
飯
協
会
は
、
１
月
18

日
（
木
）、
東
京
都
中
央

区
銀
座
の
コ
ー
ト
ヤ
ー

ド
マ
リ
オ
ッ
ト
東
武
銀

座
ホ
テ
ル
で
令
和
６
年

臨
時
総
会
を
開
催
し
、

２
０
２
４
（
令
和
６
）

年
度
事
業
計
画
な
ら
び

に
２
０
２
４
（
令
和
６
）

年
度
収
支
予
算
を
決
定

し
た
。

　

臨
時
総
会
で
は
定
款

に
基
づ
き
中
村
勝
浩
副

会
長
（
㈱
煌
代
表
取
締

役
社
長
）
を
議
長
に
選

出
し
て
議
事
を
進
行
。

２
０
２
４
年
度
事
業
計

画
、
２
０
２
４
年
度
収

支
予
算
の
２
議
案
に
つ

い
て
審
議
し
た
の
ち
議

決
が
行
わ
れ
、
会
員
・

賛
助
会
員
の
賛
成
多
数

に
よ
り
全
議
事
が
原
案

通
り
承
認
さ
れ
た
。
ま

た
、
三
橋
昌
幸
専
務
理

事
兼
事
務
局
長
か
ら
第

19
回
ご
は
ん
ソ
ム
リ
エ

認
定
試
験
の
開
催
報
告
、

第
20
回
・
21
回
の
日
程
、

認
定
試
験
料
等
の
改
訂
、

２
０
２
３
年
10
月
に
開

催
し
た
第
１
回
品
質
管

理
情
報
交
換
会
、
消
費

期
限
設
定
の
た
め
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て

報
告
が
行
わ
れ
た
。

　

２
０
２
４
年
度
事
業

計
画
と
し
て
は
、
１
、

炊
飯
事
業
の
衛
生
管
理

（
①
炊
飯
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ

及
び
米
飯
加
工
品
Ｈ
Ａ

Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
認
定
、
②
事

前
ア
ド
バ
イ
ス
等
）
２
、

ご
は
ん
ソ
ム
リ
エ
認
定

事
業
、
３
、
広
聴
・
広

報
事
業
等
、
４
、
災
害

時
の
物
資
援
助
及
び
補

助
制
度
に
よ
り
、
緊
急

援
助
対
応
を
促
進
す
る
、

５
、
食
品
衛
生
推
進
事

業
、
６
、
米
飯
品
位
格

付
認
定
事
業<

ご
は
ん

ラ
ン
キ
ン
グ>

、
７
、
新

規
会
員
の
勧
誘
、
８
、

専
門
委
員
会
の
活
動
、

等
を
実
施
す
る
。

◉
講
演
会
、
賀
詞
交
歓

会
を
開
催
◉

　

臨
時
総
会
後
に
は
食

品
安
全
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
の
亀
井
俊
郎
氏
（
農

学
博
士
）
を
講
師
に
招

い
て
講
演
会
を
行
っ
た

（
３
面
を
参
照
）。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
賀

詞
交
歓
会
で
は
立
食
形

式
で
懇
談
し
た
。

　

賀
詞
交
歓
会
の
冒
頭
、

千
田
会
長
が
主
催
者
挨

拶
を
行
い
、
来
賓
代
表

と
し
て
農
林
水
産
省
農

産
局
米
麦
流
通
加
工
対

策
室
の
葛
原
室
長
、
農

産
政
策
部
企
画
課
の
武

田
課
長
、（
一
財
）
日
本

穀
物
検
定
協
会
の
塩
川

理
事
長
が
そ
れ
ぞ
れ
挨

拶
。
山
東
昭
子
理
事
の

音
頭
で
乾
杯
し
て
歓
談

し
た
の
ち
、
中
締
め
の

挨
拶
を
山
口
大
輔
副
会

長
（
㈱
ミ
ツ
ハ
シ
代
表

取
締
役
社
長
）
が
行
っ

て
一
本
締
め
で
会
員
各

社
の
事
業
発
展
と
参
加

者
の
健
康
と
更
な
る
活

躍
を
願
う
と
と
も
に
、

新
年
へ
の
決
意
を
新
た

に
し
た
。

〈
来
賓
紹
介
〉　

　

農
林
水
産
省
農
産
局

穀
物
課
米
麦
流
通
対
策

室
の
葛
原
祐
介
室
長
、

石
田
係
長
、
岸
係
長
、

農
産
政
策
部
企
画
課
の

武
田
裕
紀
課
長
、（
一

財
）
日
本
穀
物
検
定
協

会
・
塩
川
白
良
理
事
長
、

山
下
哲
明
業
務
執
行
理

事
、
全
国
米
穀
販
売
事

業
共
済
協
同
組
合
（
全

米
販
）・
木
村
良
理
事
長
、

（
一
社
）日
本
惣
菜
協
会・

平
井
浩
一
郎
会
長
、
清

水
誠
三
専
務
理
事
、
佐

藤
公
彦
事
業
運
営
本
部

部
長
、
全
国
米
穀
工
業

協
同
組
合
（
全
米
工
）

大
嶋
衛
理
事
長
、
剣
持

美
樹
男
専
務
理
事
、（
一

社
）
日
本
弁
当
サ
ー
ビ

ス
協
会
・
尾
﨑
誠
専
務

理
事
、
Ｊ
Ａ
全
農
米
穀

部
・
桑
原
真
一
郎
次
長
、

黒
田
泰
博
パ
ー
ル
ラ
イ

ス
課
長
、
Ｕ
Ｓ
Ａ
ラ
イ

ス
連
合
会
小
島
由
美
デ

ィ
レ
ク
タ
ー
、
㈱
ラ
イ

ス
グ
ロ
ー
ワ
ー
ズ
・
石

附
健
一
代
表
取
締
役
。

総
会
の
様
子

講
演
会
の
様
子
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〈
来
賓
挨
拶
〉　

農
林
水
産
省
農
産
局

穀
物
課　

米
麦
流
通
加

工
対
策
室
長

　
　

葛
原
祐
介 
氏

米
を
食
べ
る
こ
と
の
エ

ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
性

発
信
を

　
「
農
林
水
産
省
で
は
地

震
発
生
直
後
か
ら
被
災

地
に
食
料
支
援
を
行
っ

て
い
る
が
、
発
災
直
後

は
パ
ン
が
喜
ば
れ
る
が
、

時
間
が
経
つ
と
次
第
に

お
に
ぎ
り
や
パ
ッ
ク
ご

は
ん
等
の
温
か
い
ご
は

ん
が
非
常
に
喜
ば
れ
る
。

改
め
て
我
々
の
生
活
に

お
米
、
温
か
い
ご
は
ん

は
必
要
不
可
欠
と
感
じ

て
い
る
。
近
年
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
情
勢
、
気
候
変
動

の
影
響
は
大
き
く
食
料

安
全
保
障
に
つ
い
て
今
一

度
し
っ
か
り
考
え
な
く

て
な
ら
ず
大
き
な
テ
ー

マ
だ
。
わ
が
国
で
需
給

可
能
な
穀
物
で
あ
る
米

は
非
常
に
重
要
な
品
目

だ
。
引
き
続
き
需
要
に

応
じ
た
生
産
を
行
う
と

と
も
に
安
全
面
の
確
保

と
し
て
信
頼
さ
れ
る
食

品
と
し
て
米
を
供
給
し

て
い
く
た
め
に
貴
会
が

行
う
炊
飯
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ

等
の
取
り
組
み
や
ご
は

ん
ソ
ム
リ
エ
で
ご
は
ん
の

魅
力
を
発
信
す
る
こ
と

は
非
常
に
重
要
だ
。
今

後
も
ご
は
ん
食
推
進
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
た

い
。
米
の
消
費
拡
大
を

訴
え
る
だ
け
で
は
な
く
、

お
米
を
食
べ
る
楽
し
み

を
ど
う
伝
え
て
い
く
か
。

食
料
安
全
保
障
、
環
境

問
題
、
食
文
化
を
伝
え

る
だ
け
で
な
く
米
を
食

べ
る
こ
と
の
エ
ン
タ
ー

テ
イ
メ
ン
ト
性
も
発
信

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
最
近
は
お
に

ぎ
り
が
ブ
ー
ム
に
な
っ

て
い
る
が
、
お
に
ぎ
り

は
食
べ
や
す
い
こ
と
か

ら
『
ス
ー
パ
ー
フ
ァ
ー

ス
ト
フ
ー
ド
』
と
い
わ

れ
て
い
る
。
お
に
ぎ
り

以
外
の
米
の
食
べ
方
提

案
を
含
め
て
消
費
拡
大

に
も
注
力
し
て
い
き
た

い
。
年
初
に
大
変
な
こ

と
が
起
こ
っ
た
年
と
な

っ
た
が
今
年
一
年
が
皆

様
に
良
い
年
と
な
る
こ

と
を
祈
念
し
た
い
。」

農
林
水
産
省
農
産
局

農
産
政
策
部
企
画
課
長

　
　
　

武
田
裕
紀 

氏

積
極
的
に
意
見
交
換
し

政
策
立
案
に
ご
協
力
を

　
「
農
林
水
産
省
で
は

令
和
６
年
能
登
半
島
地

震
の
直
後
よ
り
皆
様
方

か
ら
の
お
力
を
借
り
な

が
ら
食
糧
支
援
を
行
っ

て
き
た
。
今
後
徐
々
に

被
災
地
で
は
農
林
水
産

業
な
ど
の
生
業
や
復
旧
・

復
興
に
向
け
た
取
組
も

行
わ
れ
て
い
く
が
、
全

体
需
給
の
安
定
に
支
障

の
な
い
よ
う
に
被
災
地

の
営
農
再
開
に
も
し
っ

か
り
と
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。
農
林
水
産
省

で
は
米
の
需
給
は
改
善

し
て
き
た
と
み
て
い
る

が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
皆

様
さ
ま
ざ
ま
な
苦
労
を

さ
れ
て
き
た
こ
と
と
思

う
。
需
要
に
応
じ
た
米

生
産
に
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
に
な
る
が
、
皆

様
か
ら
の
需
要
に
ま
つ

わ
る
価
格
や
在
庫
状
況

な
ど
生
き
た
情
報
が
政

策
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
な
り
、
行
政
を
下

支
え
す
る
こ
と
に
な
る
。

今
後
も
情
報
交
換
す
る

機
会
を
積
極
的
に
お
願

い
し
、
色
々
と
ご
示
唆

農
林
水
産
省
農
産
局

穀
物
課
米
麦
流
通
加

工
対
策
室
長

　
葛
原
祐
介 

氏

を
頂
き
た
い
。
本
年
の

皆
様
方
の
本
業
が
益
々

ご
繁
栄
さ
れ
る
こ
と
を

祈
念
し
た
い
。」

（
一
財
）
日
本
穀
物
検

定
協
会　

理
事
長　

塩
川
白
良 

氏

ご
は
ん
ソ
ム
リ
エ
で
の

官
能
試
験
に
引
き
続
き

支
援

　「
一
般
財
団
法
人
日

本
穀
物
検
定
協
会
で

は
２
０
０
６
（
平
成

18
）
年
の
ご
は
ん
ソ
ム

リ
エ
試
験
が
開
始
さ
れ

た
当
初
よ
り
食
味
官
能

試
験
に
関
し
て
日
本
炊

飯
協
会
を
支
援
し
て
き

た
。
今
後
も
引
き
続
き

全
力
で
支
援
し
て
い
き

た
い
。
昨
年
を
振
り
返

る
と
一
般
企
業
や
学
校

法
人
な
ど
で
不
祥
事
が

目
立
っ
た
年
で
も
あ
っ

た
が
、
年
明
け
後
は
株

価
も
上
昇
し
バ
ブ
ル
後

の
１
９
９
０
年
以
来
の

高
値
に
迫
る
ほ
ど
の
勢

い
で
上
昇
し
て
い
る
。

皆
様
方
の
業
績
が
株
価

農
林
水
産
省
農
産
局
農
産

政
策
部
企
画
課
長

　
　
武
田
裕
紀 

氏

の
よ
う
に
飛
躍
す
る
年

と
な
る
よ
う
祈
念
し
た

い
。」

〈
乾
杯
の
音
頭
〉

　
　

山
東
昭
子
理
事

元
気
な
日
本
を
も
う
一

度
創
る
た
め
尽
力

　
「
本
日
、
千
田
会
長

を
筆
頭
に
た
く
さ
ん
の

皆
様
と
共
に
新
年
を
迎

え
ら
れ
喜
ば
し
い
。
令

和
６
年
能
登
半
島
地
震

の
被
災
地
で
は
大
変
な

状
況
が
続
い
て
い
る
が
、

こ
れ
を
乗
り
越
え
て
い

か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

被
災
者
、
自
衛
隊
の

方
々
に
温
か
い
お
に
ぎ

り
を
食
べ
て
い
た
だ
き

た
い
と
切
に
願
っ
て
い

る
。
当
協
会
の
発
展
の

た
め
に
は
高
級
米
は
海

外
に
向
け
輸
出
し
て
積

極
的
に
消
費
い
た
だ
き
、

国
内
の
中
食
・
外
食
事

業
者
向
け
に
リ
ー
ズ
ナ

ブ
ル
な
米
を
作
っ
て
い

く
よ
う
農
水
省
が
先
頭

に
立
っ
て
そ
う
い
う
方

向
に
示
唆
頂
き
た
い
と

思
う
次
第
だ
。
長
寿
社

会
を
作
っ
た
の
は
和
食

で
あ
り
、
和
食
の
基
本

は
や
は
り
米
だ
。
な
お

一
層
お
米
が
よ
り
多
く

の
人
々
に
食
べ
ら
れ
る

よ
う
、「
さ
す
が
ニ
ッ
ポ

ン
！
」
と
い
わ
れ
る
よ

う
な
経
済
的
に
も
豊
か

で
自
由
で
平
和
な
国
を

つ
く
る
た
め
に
も
皆
様

で
力
を
合
わ
せ
て
頑
張

っ
て
ま
い
り
た
い
」

（
一
財
）
日
本
穀
物
検
定

協
会
　
理
事
長

　
　
塩
川
白
良 

氏

当
協
会
理
事
（
参
議
院
議
員
）

　
山
東
昭
子 

氏

〈
中
締
め
の
挨
拶
〉

山
口
大
輔
副
会
長

（
㈱
ミ
ツ
ハ
シ
　
代
表
取

締
役
社
長
）

業
界
全
体
で
需
要
喚
起

に
全
力
を

　
「
被
災
地
で
は
大
変
な

状
況
が
続
い
て
い
る
が
、

今
年
は
辰
年
で
上
昇
す

る
年
で
も
あ
り
我
々
が

事
業
活
動
、
消
費
活

動
を
し
っ
か
り
行
っ
て

経
済
を
回
し
て
い
く
こ

と
で
震
災
復
興
の
一
部

と
す
る
こ
と
も
大
事
だ

と
考
え
る
。
業
界
に
目

を
向
け
る
と
炊
飯
で
は

主
原
料
で
あ
る
米
価
が

上
昇
し
、
人
件
費
、
物

流
費
な
ど
あ
ら
ゆ
る
コ

ス
ト
が
上
昇
し
て
お
り

今
年
も
非
常
に
厳
し
い

状
況
が
続
く
と
思
わ
れ

る
。
そ
の
中
で
会
員
企

業
で
は
取
引
等
の
競
争

領
域
で
は
切
磋
琢
磨
し
、

２
０
２
４
物
流
問
題
や

米
の
需
要
拡
大
な
ど
協

調
領
域
は
今
ま
で
以
上

に
各
社
で
力
を
合
わ
せ

て
や
っ
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
は
な
い
か
。
当

協
会
も
し
っ
か
り
機
能

し
コ
メ
消
費
を
喚
起
し

て
い
く
。
業
界
で
力
を

合
わ
せ
て
一
緒
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。」

当
協
会
副
会
長山

口
大
輔 

氏
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美
味
し
い

わ
け
で
す

天
童
米
。

・恵まれた気候と肥沃な大地で育てます。
・農家の皆さんの気持ちが詰まったこだわりの減農薬栽培。
・厳しい品質管理の中で精米しているから安心です。

第19回は応募が多数あり、応募開始から10日間程度で定員枠に達したこと
から、ごはんソムリエ認定試験を2024年度は2回（第20・21回）開催とし
ます。会員の方、第19回でキャンセル待ちとなった方を先行して応募受付とす
ることを予定しております。申し込みは当協会ホームページから入力して頂く
形式です。この機会にごはんソムリエ認定試験の受講受験をご検討頂ければ幸
いです。

場　所：飯田橋レインボービル７階 （JR飯田橋駅から徒歩10分）
第20回  2024年7/25（木）   1日目：9：00～ 17：40
            2024年7/26（金）　2日目：8：40～ 16：00
             （募集要項はホームページにアップ2024年3/4（月））
　　　　　応募受付開始3/18（月)　（当協会会員は3/11（月）より）

第21回　2025年3/11(火)、12(水) （募集要項アップは2024年11月下旬）

炊
飯
米
の
品
質
管
理
向
上
を
め
ざ
し

炊
飯
米
の
品
質
管
理
向
上
を
め
ざ
し

意
見
交
換
会
を
実
施

意
見
交
換
会
を
実
施

　
公
益
社
団
法
人
日
本
炊
飯
協
会
は
、
２
０
２
３
年
10
月
４
日
（
水
）、（
一
社
）
日

本
惣
菜
協
会
会
議
室
で
、
炊
飯
米
の
品
質
管
理
向
上
を
目
的
に
意
見
交
換
を
初
め
て

開
催
し
た
。
炊
飯
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
認
定
事
業
を
担
当
す
る
齋
藤
壽
保
副
会
長
（
㈱
銀
し

ゃ
り
代
表
取
締
役
）
に
意
見
交
換
会
の
ね
ら
い
を
聞
い
た
。

齋
藤
氏　

昨
年
９
月
、

東
北
地
方
の
弁
当
事
業

者
が
製
造
し
た
弁
当
の

米
飯
が
原
因
で
大
規
模

な
食
中
毒
事
故
が
起
き

大
き
く
注
目
さ
れ
た
。

当
社
も
か
な
り
多
く
の

問
い
合
わ
せ
を
受
け
た

が
、
改
め
て
炊
飯
米
の

品
質
管
理
の
重
要
性
が

高
ま
っ
て
い
る
。

　

当
協
会
は
初
め
て
三

役
会
（
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ア
、

銀
し
ゃ
り
、
煌
、
ミ
ツ

ハ
シ
、
サ
ン
フ
レ
ッ
セ
、

新
川
屋
）
を
中
心
と
し

た
各
社
の
衛
生
管
理
責

任
者
（
品
質
管
理
室
長
、

衛
生
管
理
室
長
、
課
長
）

が
計
15
名
参
加
し
炊
飯

米
の
品
質
管
理
向
上
を

め
ざ
し
意
見
交
換
会
を

開
催
し
た
。

　

各
社
は
競
合
関
係
で

も
あ
る
が
品
質
管
理
は

共
通
の
課
題
だ
。
品
質

管
理
教
育
、
異
物
混
入

対
策
、
洗
浄
、
現
場
で

の
品
質
管
理
対
策
、
表

示
問
題
な
ど
日
ご
ろ
現

場
が
感
じ
て
い
る
悩
み

や
課
題
を
共
有
し
忌
憚

の
な
い
意
見
交
換
が
で

き
た
と
思
っ
て
い
る
。

　

今
回
各
社
で
意
見
交

換
し
て
感
じ
た
の
は
取

扱
品
目
と
品
質
管
理
業

務
範
囲
が
違
う
こ
と
も

あ
っ
て
品
質
管
理
体
制

に
は
人
員
数
に
大
き
な

差
が
あ
る
こ
と
だ
。
従

業
員
の
多
国
籍
化
も
進

み
研
修
で
は
言
葉
で
伝

え
る
よ
り
も
写
真
で
視

覚
的
に
伝
え
た
ほ
う
が

有
効
だ
と
い
う
話
も
出

た
。

　

炊
飯
温
度
の
管
理
状

況
も
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た

が
、
各
社
は
そ
れ
ぞ
れ

社
内
レ
シ
ピ
に
沿
っ
た
温

度
に
な
っ
て
い
る
か
を
①

炊
き
上
が
り
、
保
温
容

器
に
取
る
段
階
、
②
真

空
冷
却
終
了
後
と
毎
回

測
定
し
て
い
る
が
納
品

先
（
お
客
様
）
到
着
時

の
温
度
に
つ
い
て
は
測
定

し
て
い
な
い
。
工
場
出
荷

後
、
納
品
先
に
着
く
ま

で
の
温
度
経
過
状
況
は
、

お
客
様
か
ら
の
要
望
が

あ
る
場
合
は
測
定
を
行

い
、
食
缶
投
入
時
の
品

質
温
度
を
逆
算
し
て
求

め
て
い
る
が
、
測
定
頻
度

は
非
常
に
少
な
い
と
の
こ

と
だ
っ
た
。
ま
た
酢
飯
の

納
入
温
度
は
人
肌
程
度

（
40
℃
程
度
）
が
多
い
。

季
節
ご
と
に
逆
算
し
て

食
缶
投
入
時
の
温
度
を

決
め
て
い
る
。
消
費
期

限
も
通
常
は
当
日
限
り
。

菌
数
に
限
っ
た
こ
と
で
品

質
は
お
客
様
判
断
と
念

押
し
し
て
い
る
の
が
現
状

だ
。

　

消
費
期
限
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
見
直
し
も
含
め

て
検
討
が
必
要
だ
。
意

見
交
換
会
は
炊
飯
業
界

に
お
け
る
衛
生
管
理
向

上
と
啓
発
の
き
っ
か
け
に

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
お
り
今
後
も
継
続

的
に
開
催
し
て
い
き
た

い
。

【
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
】

【
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
】

2024年度ごはんソムリエ認定試験は
２回開催します

炊
飯
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
認
定
事
業

担
当
の
齋
藤
壽
保
副
会
長

　

亀
井
氏
は
「
最
近
発

生
し
た
大
規
模
食
中
毒

に
学
ぶ
食
品
衛
生
の
重

要
性
」
を
テ
ー
マ
に
講

演
し
、
わ
が
国
の
食
品

衛
生
の
現
状
、
最
近
発

生
し
た
食
中
毒
事
例
か

ら
学
ぶ
食
中
毒
予
防
の

た
め
の
３
原
則
、
食
品

企
業
で
重
宝
さ
れ
る
洗

剤
（
セ
ス
キ
・
重
曹
・

ハ
イ
タ
ー
）
の
上
手
な

使
い
方
、
食
品
事
故
の

重
篤
性
の
判
断
基
準
、

微
生
物
事
故
発
生
時
の

対
応
例
、
事
故
を
拡
散

さ
せ
ず
に
収
束
さ
せ
る

危
機
管
理
（
フ
ー
ド
デ

ィ
フ
ェ
ン
ス
）
等
、
に

つ
い
て
解
説
し
た
。

講
演
会

「
最
近
発
生
し
た
大
規
模
食
中
毒
に
学
ぶ

食
品
衛
生
の
重
要
性
」

食
品
安
全
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
　
亀
井
俊
郎
氏

亀
井
俊
郎
氏

２
０
２
４
年
能
登
半
島
地
震

　
会
員
会
社
に
よ
る
支
援
の
報
告

　

公
益
団
体
で
あ
る
当
協
会
は
、
平
成
7
年
「
阪
神
淡
路

大
震
災
」
を
始
め
、「
新
潟
県
中
越
地
震
」、「
福
岡
沖
地
震
」

「
東
日
本
大
震
災
」
等
で
、
当
協
会
会
員
が
緊
急
物
資
の
援

助
供
給
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

今
回
発
生
し
ま
し
た
能
登
半
島
地
震
に
お
き
ま
し
て
会

員
会
社
に
よ
る
支
援
の
報
告
を
し
ま
す
。

〈
支
援
を
行
っ
た
会
社
〉

㈱
米
心
石
川　
　
　

石
川
県
金
沢
市
松
島
１
ー
１　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

０
７
６
ー
２
４
０
ー
５
７
８
８

【
１
月
２
日(

火)

】　　

　

金
沢
市
、
津
幡
町
に
、
支
援
可
能
と
の
連
絡
を
し
た
際
、

要
請
を
受
け
提
供
し
た
。

　

い
ず
れ
も
、
炊
飯
工
場
ま
で
来
社
さ
れ
引
き
渡
す
。（
具

体
的
な
避
難
所
名
等
は
不
明
）

・
お
に
ぎ
り　

１
６
，
０
０
０
個

・
い
な
り　
　

３
２
，
０
０
０
個

・
ご
飯　
　
　

24
㎏
を
提
供
。　
　
　
　

（
金
沢
市
が
約
8
割
、
津
幡
町
約
2
割
）

【
１
月
15
日(

月)

】

　

Ｊ
Ａ
金
沢
市
へ
炊
き
出
し
用
に　

ご
飯
45
㎏
を
提
供

　

炊
飯
協
会
で
は
、「
緊
急
時
救
援
物
資
供
給
補
助
」
の
規

定
に
よ
り
、
原
料
代
相
当
分
補
助
（
上
限
規
程
有
）

〒920-
0364
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当
社
は
、
１
９
５
３

年
に
自
動
車
部
品
加
工

業
と
し
て
創
業
。
４
年

後
の
１
９
５
７
年
に
は

厨
房
機
器
の
製
造
と
販

売
を
開
始
い
た
し
ま
し

た
。

　

厨
房
機
器
メ
ー
カ
ー

へ
の
転
換
後
、
間
も
な

く
発
売
さ
れ
た
業
務
用

芋
洗
い
機
は
、
全
国
の

青
果
市
場
を
中
心
に
大

ヒ
ッ
ト
商
品
と
な
り
当

社
発
展
の
礎
が
築
か
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
ス

ラ
イ
サ
ー
や
ス
チ
コ

ン
、
食
器
洗
浄
機
や
消

毒
保
管
機
な
ど
各
種
製

 愛知県豊川市白鳥町防入60
www.aiho.co.jp

̶みなさんこんにちは̶

株式会社 AIHO 

品
を
開
発
・
製
造
し
、

フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
業
界

の
皆
様
に
ご
愛
顧
頂
い

て
お
り
ま
す
。
中
で
も

業
務
用
ガ
ス
式
連
続
炊

飯
機
「
ラ
イ
ス
フ
レ
ン

ド
」
は
、
独
自
の
バ
ー

ナ
ー
配
列
や
２
段
構
造

に
よ
る
燃
焼
で
大
量
炊

飯
に
お
け
る
品
質
を
向

上
さ
せ
る
と
同
時
に
省

エ
ネ
や
省
ス
ペ
ー
ス
化

を
実
現
し
た
画
期
的
な

製
品
と
な
り
ま
し
た
。

学
校
給
食
に
ご
は
ん
が

導
入
さ
れ
始
め
た
事
も

追
い
風
と
な
っ
て
、
現

在
で
は
ホ
ッ
ト
・
チ
ル

ド
・
冷
凍
米
飯
と
い
っ

た
幅
広
い
炊
飯
分
野
で

導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

最
新
の
炊
飯
機
と
な

る
蒸
気
式
炊
飯
機
は
、

コ
ン
ベ
ヤ
上
で
炊
飯
す

る
方
式
で
、
従
来
の
蒸

気
式
炊
飯
機
の
問
題
点

で
あ
っ
た
炊
飯
後
の
サ

ニ
タ
リ
ー
性
を
大
幅
に

向
上
さ
せ
る
製
品
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

ア
イ
ホ
ー
は
こ
れ
か

ら
も
作
る
人
、
食
べ
る

人
の
立
場
に
立
っ
た
製

品
の
開
発
・
製
造
は
元

よ
り
、
施
設
計
画
や
設

備
設
計
、
機
器
設
置
、

試
運
転
、
メ
ン
テ
に
至

る
ま
で
、
お
客
様
を
ト

ー
タ
ル
で
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
て
参
り
ま
す
。

 広島県東広島市西条西本町2番30号
https://www.satake-japan.co.jp

̶みなさんこんにちは̶

株式会社 サタケ 

京都府京都市伏見区秋ノ山町１３３番３号
電話：075-612-0811

̶みなさんこんにちは̶

京豊エンジニアリング 株式会社

　

当
社
は
１
９
７
８
年
の

創
業
以
来
、
連
続
炊
飯
シ

ス
テ
ム
の
開
発
製
造
販
売

を
専
門
に
事
業
を
行
っ
て

参
り
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
も
２
０
０
３

年
に
販
売
を
開
始
い
た
し

ま
し
た
「
単
釜
式
炊
飯
シ

ス
テ
ム
」
の
納
入
数
は
、

日
本
全
国
、
海
外
も
含

め
、
す
で
に
１
２
０
ラ
イ

ン
を
超
え
て
お
り
、
今
日

も
各
地
で
フ
ル
稼
働
し
て

い
ま
す
。

　

か
ま
ど
型
の
炊
飯
炉

を
搭
載
し
た
「
単
釜
式

炊
飯
シ
ス
テ
ム
」
は
、
従

来
の
連
続
式
（
ト
ン
ネ
ル

式
）
炊
飯
炉
に
比
べ
、
ご

飯
品
質
の
向
上
、
省
エ

ネ
、
安
定
供
給
を
実
現
、

様
々
な
ご
飯
の
炊
き
分
け

も
可
能
で
、
近
年
の
消
費
者
ニ

ー
ズ
の
多
様
化
に
も
最
適
な
炊

飯
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
歴
史
と
実
績
に

基
づ
く
長
年
の
技
術
の
蓄
積
、

ノ
ウ
ハ
ウ
を
最
大
限
活
用
し
、

お
客
様
の
ニ
ー
ズ
を
ス
ピ
ー
デ

ィ
に
反
映
し
た
高
付
加
価
値
製

品
や
シ
ス
テ
ム
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
を
ご
提
案
い
た
し
ま
す
。

　

ど
ん
な
ご
要
望
で
も
細
部
に

わ
た
り
具
現
化
で
き
る
京
豊
の

シ
ス
テ
ム
は
、
世
界
で
た
っ
た

ひ
と
つ
だ
け
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

ブ
ラ
ン
ド
。

　

今
後
も
お
客
様
の
ご
期
待
に

沿
え
る
よ
う
努
力
を
重
ね
て
ま

い
り
ま
す
。
世
界
で
ひ
と
つ
だ

け
の
炊
飯
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
の

お
手
伝
い
を
さ
せ
て
頂
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

【
穀
物
加
工
機
械
の
ト

ッ
プ
メ
ー
カ
ー
】

　

当
社
は
１
８
９
６

年
、
日
本
で
最
初
の
動

力
式
精
米
機
を
考
案
し

創
業
し
ま
し
た
。
以
来

１
２
８
年
に
わ
た
り
、

穀
物
加
工
機
械
の
ト
ッ

プ
メ
ー
カ
ー
と
し
て
精

米
機
・
乾
燥
機
・
籾
摺

機
・
選
別
機
な
ど
を
開

発
・
製
造
し
、
併
せ
て

カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
・
ラ
イ
ス
セ
ン
タ

ー
・
精
米
プ
ラ
ン
ト
な

ど
大
型
穀
物
プ
ラ
ン
ト

も
数
多
く
手
が
け
て
い

ま
す
。
当
社
の
強
み
は
、

収
穫
後
（
川
上
）
か
ら

食
卓
（
川
下
）
ま
で
の

全
工
程
の
技
術
・
製
品

を
有
す
る
こ
と
で
総
合

力
を
発
揮
し
、
顧
客
の

幅
広
い
ニ
ー
ズ
や
要
望

に
的
確
に
応
え
ら
れ
る

こ
と
で
す
。
国
内
は
も

と
よ
り
世
界
約
１
５
０

か
国
に
当
社
の
製
品
や

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

【
業
界
唯
一
の
加
圧
式

Ｉ
Ｈ
炊
飯
機
を
開
発
】

　

当
社
は
炊
飯
設
備

に
も
注
力
し
て
い
ま

す
。
コ
メ
を
食
す
に

は
炊
飯
が
必
要
で
あ

り
、
そ
の
良
し
悪
し
で

ご
飯
の
お
い
し
さ
が
決

ま
り
ま
す
。
当
社
は
業

界
で
唯
一
の
「
加
圧
式

Ｉ
Ｈ
炊
飯
機
（
Ｓ
Ｉ
Ｌ

Ｋ
）」
を
開
発
し
、
大

手
コ
ン
ビ
ニ
や
ス
ー
パ

ー
な
ど
で
ご
利
用
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｉ

Ｌ
Ｋ
は
、「
１
・
２
気

圧
・
１
０
６
℃
」
の
高

圧
高
温
で
炊
飯
す
る
こ

と
で
、
ご
飯
の
芯
ま
で

ふ
っ
く
ら
と
お
い
し
く

炊
き
な
が
ら
、
ガ

ス
炊
飯
方
式
に
比

べ
経
時
劣
化
に
強

い
と
い
う
特
長
を

有
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ガ
ス
を
使

わ
な
い
た
め
Ｃ
Ｏ

２
排
出
量
の
低
減

や
、
炊
飯
蒸
気
に

よ
る
排
熱
が
少
な

い
た
め
作
業
環
境

の
改
善
に
つ
な
が

っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
、「
ひ

と
粒
も 

一
杯
も 

お
い
し
く
」
を
モ

ッ
ト
ー
に
よ
り
良

き
製
品
づ
く
り
に

尽
力
し
ま
す
。　

　

熱対流のイメージ（釜内）加圧 IH炊飯ライン（SILK）

〒274-8502  千葉県船橋市習志野4-16-12
TEL 047-456-5013　FAX 047-456-5082

単釜式炊飯炉
メタルニットバーナー

（省エネ）HP


